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【はじめに】
　昨年我々は当研究会において，成長期の子供に

対しスローモーションを用いた投球フォーム改良の

有用性を述べた．投球動作におけるスムーズな体重

移動，またスローイングプレーンを意識した上肢の

複合運動など，身体の連動性や協調性を考慮した

一連の動きを指導していくことが重要であると考え，

スローモーション指導法１）を考案した．

今回は投球障害における投球機能改善プログラ

ムとして，スローモーションによる機能改善効果を

紹介し，その有用性を検討した．投球動作をスロー

モーションで行うことは体の動きを1つ1つ感じ取る

ことができ，投球における不良動作や不足している

身体機能の抽出を可能にさせると考える．そしてより

良い投球動作を追及していくことで，選手が指先に

まで神経が行き届いているような感覚で身体機能を

十分に使うことの出来る動作を習得し，競技復帰す

ることが可能であると考える．

【対象と方法】
　平成 24 年 4月から平成 25 年 2月までに当院を

投球障害で通院されている患者 58 名を対象とした．

投球指導はスローモーションによるフォーム指導を用

い，バランス保持能力の向上（図1），動作の連動性・

協調性の学習（図 2），スローイングプレーンを意識

した上肢の複合運動の学習（図 3）を一連の動作か

ら教育した．

　

図 1：バランス保持能力の向上

図 2：動作の連動性・協調性の学習

図 3：スローイングプレーンを意識した上肢の複合運動  
　　　の学習
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また，動作分析から抽出した機能低下に対する機

能訓練は運動療法を行い強化した．経過観察が良

好，かつスローモーションでの投球動作の改善が見

受けられた後，シャドーピッチングを用いて実際の

投球動作スピードに戻した．

【結果】
　スローモーションを用いた指導により，投球メカ

ニズムの教育を 58 名中 40 名に継続的に行い，投

球動作における連動性・協調性の理解が得られた．

それにより投球動作での運動連鎖を意識した力の

伝導が行えるように改善した．機能面では始動時の

バランス力の向上は顕著に見受けられ，重心の安定

したステップから体幹回旋時の姿勢保持力も向上し

た．下肢からの回旋を起点に全身で投球の加速す

ることで手投げの矯正と合わせスローイングプレーン

の安定化が図られるなど改善効果が得られた． 

　特にレイトコッキングから加速期にみられる投球

側肩関節の最大外旋位など，上肢の動きを理解で

きている対象者はみられなかった．これらは動作学

習とともに理解を得られたが，肩関節周囲の筋硬結

のある対象者が 18 名見受けられ，ストレッチやエ

クササイズ指導にて改善を図ることができた．対象

者 35 名はシャドーピッチング移行時に多少の不良

動作を確認したが，スローモーション指導により動

作学習ができており，その修正ポイントをスムーズ

に矯正できた．

40 名全てが疼痛の軽快が得られ競技復帰が可

能となった．うち 5 名は競技復帰後に疼痛が再発し，

再度投球動作に肘下がりなどの不良動作がみられ

た．なお,15 名は検査での受診のみで，3 名は投球

指導を継続的に行う事が出来ずドロップアウトした .

【考察】
　投球障害の治療において投球フォームの矯正と身

体機能の改善を行う必要があるとの報告が散見さ

れ，投球障害の原因を追究する事や投球動作のバ

イオメカニクスを理解することは安静と同等に重要で

ある２）３）．後藤らは投球動作のある部分の矯正にお

いて単なる経験の積み重ねや身体能力の向上のみで

は改善が困難である４）と述べており，投球動作に対

するより深い理解が大切であると考える．43 名の対

象者に初診時に動作のメカニズムを理解させ，投球

動作の指導に同意を得ることができた．うち40 名

は定期的な通院により，スローモーションでの投球

動作指導からその連動性・協調性の理解が増し，

投球が一連の運動連鎖からなる全身運動５）であるこ

とを教育することができた． 

　しかし，スローモーション指導では動作学習にお

ける良い理解度や適度な機能改善効果がある一方，

実際の投球動作速度に対しフォーム矯正が完全に

反映できない問題点が危惧された．今回，投球動

作のメカニズムの学習により，実際のスピードでの

修正ポイントを容易に説明でき，選手と共有できた

ことにより解決できる症例が多かった．結果として

投球動作の指導に理解が得られ，継続的に通院し

た対象者は治療スケジュールの管理ができ，競技復

帰を安定的に行えたと考える．

　ドロップアウトの 18 例では医療サイドと選手・保

護者・指導者との信頼・協力体制を整え，情報を共

有する事が重要であったのではないかと痛感した．

特に指導者と医療現場の間に連携は必須であり，

継続的に症状の改善と再発予防できる環境を構築し

ていく事が理想的であると考える．医療現場での投

球指導を行うには，投球障害に対するリハビリプロ

グラムを医療従事者の野球経験値に左右されず提

供できるよう，投球動作の評価やフォーム指導の質

が一定となるよう，ガイドラインの立案・設立が必要

である．

【結語】
　成長期・青年期の投球障害は大人が作り出してい

る障害である事が多い．医療現場と指導者がこの

事実をしっかりと認識し，協力し連携できるよう働き

かけることが必要であると考える．一人でも多くの選

手が投球障害とは無縁の野球人生を歩んでいけるよ

う，環境が充実される事が望ましい．
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